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はじめに
9 �12世紀の日本とアジア


















1984 : pp.277-283、李1997 : pp.159・170、山内2008a・2011aJ 0 そして、この9世紀の変化を基盤とし
て、10世紀末以降、いわゆる「日宋貿易」が発展していく[森1948、榎本2002・2009・2010a・2010c、
Enomoto 2003、山内2003 : pp.127・263・2008a・2008bJ。 本稿では、9世紀から12世紀ごろにかけ
て、日本列島と大陸の聞の海域を往来した、「帰化J2l新羅人、新羅「海賊」、新羅・唐・宋海商
などのヒトの動きをおもな素材として、日本とアジアとの歴史的なつながりを瞥見してみたい。








810年代から20年代にかけて、たとえば813(弘仁4 )年の110人、816 (同4 )年の180人、翌
























事件cr日本三代実録』貞観1 1年6月15日条) は、当時の支配層におおきな衝撃をあたえた。 さら
に、9世紀末の893・894 (寛平5 ・6 )年にも海賊記事が集中しているcr日本紀略』寛平5年5
月1 1 日・閏5月3 日・6月 2 日、 6年2月22日・3月13日・4月14日・5月 7 日・9月5 日・1 0月6 日
(112) 9-12世紀の日本とアジアー海域を往来するヒトの視点から一(山内)









③「帰化」「海賊」の背景   
これまでみてきたような、新羅の人びとの「帰化」や「海賊」の背景としては、従来っぎのよ  
うな歴史状況が指摘されている［佐伯1970：p．294、北村1982：pp．51－53、李1997：pp．177－180、濱田2  






















はできないであろうか。   
気候変動に関する近年の研究をみていくと、世界各地のいくつかのデータにおいて、8世紀後  




































< 114> 9 -12世紀の日本とアジアー海域を往来するヒトの視点からー(山内)
そのような日本国内の新羅人と国外の新羅人とのつながりを媒介するチャンネルであったと考え
られる。 9世紀後半に記録されている新羅人と日本人との通謀事件や、日本人の一部もふかく関





















































































録されている[山内2003 : pp.l42-147J。 では、鴻臆館が廃絶した11世紀後半以降、来航する中国
海商たちの滞在・貿易拠点はどこに存在したのであろうか。
②中国人居留区の形成
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d）器の底部（高台内）に人名・「綱」字などを墨書された中国陶磁片   
e）不完全な商品と考えられる中国陶磁（蓋と身がくっついたままの合子、重ね焼きされたま  
まの碗など）   

















③中国人居留区の内情   
この中国人居留区「唐坊」「唐房」の内部．の状況については、文献史料が極端に乏しく、ほと  
んど具体的な状況がわからない。しかし、残されたかすかな記録から、つぎのようないくつかの  












コミュニティーのまとめ役であり、同時に日本側の官庁などとの仲介・調整役であった可能性が   

















































































( 7 )  9世紀の貿易状況とそれに対する日本朝廷の政策の推移については、渡謹2003参照。
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<図6 >鴻臆館跡と博多遺跡群の位置(電子国土ポータルを利用して作成)
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